
 

邑楽町教育委員会会議録 

開会年月日時刻 平成 29年 4月 25日（火）午前 9時 30分 

閉会年月日時刻 平成 29年 4月 25日（火）午前 11時 18分 

開会の場所 邑楽町役場 2階 204会議室 

議案事項 

議案第 8 号 邑楽町教育委員会における事務の管理及び執行状況の
点検及び評価の実施方針の一部改正について 

議案第 9号 県費負担臨時的任用教職員の指導措置について 

その他 

１）群馬県学校教育の指針及び東部教育事務所の運営方針について 

２）平成 29年度 邑楽町教育行政の重点 

３）児童・生徒数（平成 29年 4月 7日現在）について 

４）平成 29年度 邑楽町社会教育計画について 

５）平成 29年度 学校訪問指導の日程について 

６）平成 29年度 第 1回教職員研修会について 

７）平成 29年 5月行事予定について 

８）次回教育委員会について 

９）その他 
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ただ今より、4月定例教育委員会を開会いたします。 

それでは今回の議事録署名人を決定いたします。 

黒澤委員、中村委員にお願いします。 

次に教育長事務報告をさせていただきます。 

 

前回の教育委員会から今回の教育委員会まで、行事予定表を基に主なも

のを説明させていただきます。3月 27日に総合教育会議が行われました。

同日に 3 人の新採用県費教職員が来庁し、その後配置校へ行きました。

また、給食センターの回転釜炊飯実施もありました。これは災害時に回

転釜が炊き出しに利用できるのではないかと、議員さんよりご意見をい

ただき実施されたものです。30日は図書館協議会が行われました。4月

3 日は町辞令交付式、教育委員会辞令交付式、教育センター特研辞令交

付式、県費教職員辞令交付式がたて続きで行われました。7 日は中学校

の入学式が午前 10時 30分から、小学校の入学式が午後 1時 30分から

行われました。10日は幼稚園の入園式がありました。13日に邑楽町教育

研究所の辞令交付式が行われましたが、今年は 2班つくりまして 1つは

「小学校英語活動研究班」、もう 1つの班は道徳の教科化に向けて「道徳

教育研究班」です。教育研究所で研究し各学校の実践に活かしてもらい

ます。同日体育協会の総会がありました。17日は東部管内教育長会議が

行われ、このあと説明しますがいろいろな方針が出されました。その後

人事会議が行われ 1年間の方針が出されました。18日は全国学力・学習

状況調査が小中学校で行われました。同日に議会の全員協議会、終了後、

中央公民館特別委員会が行われました。今まで使用していた邑楽町公民

館の活用方法や使用料などが話し合われました。20・21 日は各学校の

PTA 総会が行われました。21 日は区長会の顔合わせがありました。22

日は婦人会の総会が行われました。23日はおはようウォークがあり多々

良沼遊歩道をめぐりました。同日に文化協会の総会と ORLCの総会が行

われました。24日は青少推の全体会議が行われ新しい組織でスタートし

ました。以上です。 

半田生涯学習課長補足説明をお願いします。 

 

18 日に行われました中央公民館特別委員会について概要をご報告しま

す。1 つは使用料に関わる問題で、町が共催している事業について、例

えば協働のまちづくり事業などがそれに該当しますが、入場料を徴して

いるものは使用料の減免はふさわしくないのではないか、という点です。 
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また、町長及び教育委員会の裁量による減免は好ましくないというご意

見もいただいています。どちらも今後、町として正式に考えをまとめて

報告することになっています。 

それから、用途廃止後の邑楽町公民館のあり方について、社会福祉協議

会の事務所として活用するという案は、費用が多額に上ることから実施

しないことになったということで、町から報告をいたしました。それに

ついては特に異論は出なかったのですが、今後の邑楽町公民館について

の質問が出て、町からは今後検討する旨の回答をしたのですが、特別委

員会としては、取り壊しということでとりまとめが行われました。 

従いまして、現在邑楽町公民館を恒常的に使用している教育研究所や中

野絣会などの移転先、さまざまな備品や文化財関係の物品の保管場所を

どのように調整していくかなどが今後の課題となります。 

 

補足説明も含めて質疑等のある方はおりますか。  
邑楽町公民館は屋上を改修したばかりですよね。倉庫として

も使えますよね。  

 

施設として人を置くとお金はかかりますが、倉庫として使用し、たまに

電気をつける位ならそれほどお金はかからないのではないか。その辺で

どれだけ理解していただけるかです。邑楽町公民館を取り壊す場合非常

に難しい面もあり、中央公民館が建築費の関係で、当初 3,500 ㎡で基本

計画は考えていたが 3,000 ㎡になってしまいました。その結果倉庫も少

なく、中位の会議室もない。それに ORLCなど団体が使える部屋もない。

特に心配しているのがコールオーラとか町民吹奏楽団とか社交ダンスの

クラブで邑楽町公民館のホールを使っていた団体が行き場所がないとい

うことです。今度の中央公民館は大きいホールを使用料を出して借りる

か狭い部屋しかない。邑楽町公民館を取り壊すとその人たちの活動場所

がなくなるといった厳しい状況です。 

 

耐用年数もありますよね。当然。 
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もう築 43 年目くらいなので邑楽町公民館の法定耐用年数は過ぎていま

すが、耐震工事は終わっています。建物としてはまだ使用できます。た

だ南側の事務室と図書室の上の防水シートが切れていて雨漏りがしてい

る状況です。本館の方の調理室や和室は改修したので問題なく使用でき

ます。 

 

使うとなると何年位使用できますか。 

 

倉庫として使用するなら長く使用できると思います。シート防水をやり

替えたが保証期間が 10年です。最低でも 10年は使えます。 

 

私など現場で使用していることが多い。やはり長柄公民館も邑楽町公民

館もそこで活動しなくてはならない人がたくさんいます。私個人的には

残してもらいたい。周りで話を聞きますが、大きな公民館ができること

は素晴らしく皆期待をしていますが、地域の公民館も我々が活動するの

に行きやすいという声がかなりあります。そういうことも考えてもらえ 

たらと思います。あと倉庫にするということはいいと思います。使える

ものは大いに使用したほうがよいと思います。 

 

ほかに質疑等ありますか。ないようですので、教育長事務報告を終わり

ます。 

それでは、議事に入ります。最初におはかりしますが、議案第 9号 
県費負担臨時的任用教職員の指導措置については、個人情報を含むため

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 14条 7項及び第 8項の

規定により、非公開といたしたいと思いますが、ご異議ございませんで

しょうか。 

 

〔異議なし〕 

 

異議なしと認めます。議案第 9 号県費負担臨時的任用教職員の指導措置

については非公開にし、公開案件審議終了後に協議します。 

議案第 8 号邑楽町教育委員会における事務の管理及び執行状況の点検及

び評価の実施方針の一部改正についてを議題といたします。中繁学校教

育課長説明をお願いします。 
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点検評価に関する意見の聴取を行うための有識者について、第６の２番

｢有識者は、教育委員会が委嘱するとともに、定数は２名以内とし、任期

は１年とする。｣を｢有識者は、２名以内とし、教育委員会が委嘱する。｣

にし、３番｢有識者の任期は、１年以内の期間において教育委員会が定め

る期間とする。｣と４番｢有識者は、再任されることができる。｣を新設、

これまで３番で｢有識者に謝礼等を支払うことができる。｣となっていた

ものを５番で｢有識者に謝礼等を支払うことができる。｣と改正し、有識

者の任期、再任、謝礼について整理するものであります。 

 

説明が終わりましたが質疑等のある方はおりますか。ないようですので

議案第 8 号邑楽町教育委員会における事務の管理及び執行状況の点検及

び評価の実施方針の一部改正についてを提案通り決定します。  

次にその他の１）群馬県学校教育の指針及び東部教育事務所の運営方針

についてを議題とします。 

 

平成２９年度群馬県学校指針の基本目標は｢たくましく生きる力をはぐ

くむ｣、副題は｢自ら学び、自ら考える力を｣となっています。重点項目の

５つの柱としては、最初に｢社会的・職業的自立に向けて、必要な基盤と

なる力を育成するキャリア教育の充実｣があります。自分が目標や将来の

希望を持ったら、そこに向かっていく力をつけさせようと、家庭・地域・

学校でも力を入れるべくキャリア教育が非常に重要視されてきていま

す。他には、｢知識・技能を活用する力を伸ばすための取組の充実｣、｢い

じめ、・不登校等の未然防止に向けた教育活動の充実｣、｢児童生徒の主体

的な体力向上に向けた取組の充実｣、｢一人一人の教育的ニーズに応じた

取組の充実｣を中心に取り組んでいくということですが、全てキャリヤ教

育につながっていると思います。指導の重点としては、｢学習に対する興

味や必要感を高めながら、目標を提示し、何をどのように学習するのか

見通しをもたせる｣、｢本時で学習したことを目標に沿って振り返らせる

ことで、何を学んだのか自覚させ、振り返らせる｣ことに力を入れていま

す。 

東部教育事務所の運営方針は、｢１ 事務の効率化・円滑化を推進しま
す｣、｢２ 活力ある調和のとれた人事事務を推進します。｣、｢３ ｢生き
る力｣を育む、特色ある学校づくりを推進します。｣、｢４ 学び合い、支
え合い、高め合う生涯学習社会の構築を目指し、人づくり・地域づくり 
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を推進します。｣となっています。 

今年度、研究開発校・実践推進校として、邑楽町は文科省指定の｢道徳教

育総合支援事業｣を学校１校ではなく町で指定を受けました。生涯学習関

係では、｢地域学校協働活動事業｣と｢集会所等における人権教育推進事

業｣を邑楽町は委託されています。 

 

次に２）平成 29年度邑楽町教育行政の重点についてを議題とします。 

 

邑楽町教育行政の重点について、大きなキャッチフレーズは「各世代の

みんなが、生き生き高め合い成長できる教育の実現を目指して」です。 

学校教育課では、一つ目は｢グローバルな人材育成｣です。各学校に ALT

が配置され、5・6 年生では、中学校の先生と担任と ALT の 3 人で授業

をしています。英語の教科化に向けて準備をしていきたいと思います。

二つ目は、｢道徳授業の充実による心の育成｣です。町が文科省・県の委

託を受けましたので、邑楽町研究所の研究員と先生が連携しながら行っ

ていきます。三つ目は、｢学力向上｣です。詰め込みの学力向上ではなく、

子どもに考えさせ、言葉で言わせ、振り返させながら、社会に出て使え

る力を身に付けさせたいと考えています。 

生涯学習課では、一つ目は、｢中央公民館建設に関する事業｣で、ダンス・

音楽・演劇の 3部門を柱にした準備事業を進めています。二つ目は、｢地

域に根を生やした、たくましい青少年の育成｣です。家庭と地域の教育力

の向上を目指し、青少年が社会に関わる体験活動の充実を図りながら、

郷土を愛し、生き抜く力を持ったたくましい青少年の育成に努めます。

三つ目は、｢町民の健康増進と生涯スポーツの推進｣です。各種スポーツ

教室や出前講座などいろいろ工夫して行っていきます。以上が今年度の

重点です。 

 

次に３）児童・生徒数（平成 29年 4月 7日現在）についてを議題としま

す。 

 

児童数は中野小学校が 390人の 16学級、高島小学校が 200人の 10学級、

長柄小学校が 456人の 18学級、中野東小学校が 283人の 13学級、小学

校は 1,329人の 57学級、中学校は邑楽中学校が 518人の 16学級、南中

学校が 220人の 7学級、中学校は 738人の 23学級となっています。群 
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馬県は少人数プロジェクトを実施しており、小学校 1・2年生は 30人学

級、3･4･5年生が 35人学級、6年生だけ 40人学級、中学校は 1年生だ

け 35人学級、2･3年生は 40人学級として学級編制をしています。 

 

以上１）２）３）について、何か質疑はありますか。ないようですので

次に４）平成 29年度邑楽町社会教育計画について、半田生涯学習課長説

明をお願いします。 

 

平成 29年度邑楽町社会教育計画について、前半部分は町の教育行政方針

がそのまま生涯学習課に関係する部分が抜粋されていますので、説明は

省かせていただきます。他には、具体的な職員配置・業務内容と職務分

担が記載されています。施設毎の目標や職務分担、施設の概要も記載さ

れています。のち程ご確認ください。 

 

この事について、何か質疑はありますか。ないようですので次に５）平

成 29年度学校訪問指導の日程について、中繁学校教育課長説明をお願い

します。 

 

小学校は中野小学校が 6月 15 日、高島小学校が 6 月 2 日、長柄小学校

が 6月 21日、中野東小学校が 6月 23日になっています。中学校は邑楽

中学校が 6月 29日、邑楽南中学校が 5月 25日になっています。前期の

学校訪問指導については、主に 2 校時・3 校時の授業参観になります。

お時間があれば参観いただきたいと思います。 

 

この事について、何か質疑はありますか。ないようですので次に６）平

成 29年度第 1回教職員研修会について、中繁学校教育課長説明をお願い 

します。 

 

5月 8日（月）午後 2時 50分から 4時 45分まで、役場 3階大会議室で

行います。演題は「魅力ある道徳授業を造る」で、県立女子大学の久保

先生が講師になっています。 

 

この事について、何か質疑はありますか。ないようですので次に７）平

成 29年 5月行事予定について、中繁学校教育課長・半田生涯学習課長説 
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明をお願いします。 

 

学校教育課の 5月の主な予定行事を読みあげる。 

 

生涯学習課の 5月の主な予定行事を読みあげる。 

 

この事について、何か質疑はありますか。ないようですので次に８）次

回教育委員会について、いつが都合がよいですか。5月 23日（火）午前

9時 30分はどうですか。 

 

（賛同の声あり） 

 

それでは次回の教育委員会は 5月 23日（火）午前 9時 30分から行うこ

とに決定しました。 

次に非公開案件に入ります。議案第 9 号県費負担臨時的任用教職員の指

導措置についてを議題といたします。 

 

以下非公開 

 

議案第 9 号県費負担臨時的任用教職員の指導措置についてを提案通り

決定します。  

 

以上で 4月の教育委員会を閉会します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


